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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

 
・情報処理論特殊講義（一）（二）

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会、日本モンゴル学会

文化遺産を対象としたディジタルアーカイブに関する研究

所属学会

(1)奈良大学における情報教育基盤の整備
(2)モンゴルからの留学生、研修員、研究員の教育、および研究指導

・だんじりを活かした地域共働事業実行委員会
・大東市市民学芸員向け「デジタルアーカイブ講座」
・平群町教育委員会
・奈良大学公開講座「夏の夜話2016」
・奄美市原野農芸博物館の企画展示「博物館のたから探し〜奄美に渡った大阪のだんじ
り〜」

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

(1)科学研究費補助金　若手研究(B)　研究代表者
 「時系列幾何情報を用いた大規模遺跡の3次元計測とディジタルアーカイブへの応用」
(2)科学研究費補助金　基盤研究(C)　研究分担者
 「社会学的知見に基づくWeb調査の代表性の分析」

学部担当科目

・デジタルアーカイブ概論(前期)
・文化情報論（後期）
・情報基礎理論II（後期）
・情報学(後期)
・プログラミング言語I・II(前期・後期)
・情報工学（後期）
・演習I・II・III・IV（前期・後期）

大学院博士後期課程
担当科目

担当なし

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流委員会委員、学科予算委員、ネットワーク委員会委員、情報処理センター運営
委員会委員、社会学部実習室管理委員、公開講座委員、キャリア教育委員会委員、就職
委員会委員など

専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

通信教育部担当科目
・情報処理
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朝日新聞（奈良版）

　中世の山城・椿井城（平群町）
の遺構を3次元CGで再現し、ヘッド
マウントディスプレイとカメラを
用いて、実空間のCGを投影するシ
ステムを開発した内容が掲載され
た。（2016年11月19日掲載）

③　時系列幾何情報を用い
た大規模遺跡の3次元計測と
ディジタルアーカイブへの
応用

2016年10月
奈良大学総合研究所
所報、第25号

　科研費　若手研究(B)の研究成果
の概要を報告した。(p.13)

⑥　ARで椿井城跡を 2016年11月 毎日新聞（奈良版）

　中世の山城・椿井城（平群町）の遺
構を3次元CGで再現し、ヘッドマウント
ディスプレイとカメラを用いて、実空
間のCGを投影するシステムを開発した
内容が掲載された。
（2016年11月19日掲載）

④　被災だんじり展示再開 2017年2月 南海日日新聞

　奄美大島にある原野農芸博物館
企画展示「博物館のたから探し〜
奄美に渡った大阪のだんじり」が
地元新聞で報道された。（2017年2
月5日掲載）

⑤　椿井城跡ぐるり体験 2016年11月

　だんじりの模型を製作することを目
的に、解体された大東市龍間にあった
だんじりの地車にある彫刻6点を画像計
測によりデジタルアーカイブした。ま
た、レーザ計測との精度比較を行い、
画像計測の結果をもとに、1/8スケール
でだんじり彫刻を3Dプリントした。
(pp.36-39)

（学会発表）

①　モンゴル国における18
世紀の寺院跡ズーン・フ
レーのデジタルアーカイブ
（モンゴル語）

（その他）

②　だんじり彫物の3Dデジ
タルアーカイブとレプリカ
製作

②　モンゴル国ホスティ
ン・ボラク遺跡の青銅器時
代墓群の分布調査

①　モンゴル国における18
世紀の寺院跡ズーン・フ
レーのデジタルアーカイブ

　18世紀にザナバザルによって建立さ
れたズーン・フレーをドローンによる
空撮を行い、画像計測により構造を記
録し、約100年間のロシア隊の調査結果
と比較した。(pp.21-24)

　モンゴルにある青銅器時代の墓
群をドローンを使って画像計測
し、分布状況を調査した。(pp.33-
36)

①　モンゴル国における17
世紀の寺院跡Sardgiin
khiidのデジタルアーカイブ

奈良大学紀要第45号2017年3月

　18世紀にザナバザルによって建立さ
れたズーン・フレーをドローンによる
空撮を行い、画像計測により構造を記
録し、約100年間のロシア隊の調査結果
と比較した。
(pp.93-102)

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

だんじりを活かした
地域共働事業実行委
員会報告書III、だ
んじりを活かした地
域共働事業実行委員
会

2017年2月

2017年3月

2017年2月

トゥブ県ムングンモリ
ト郡ズーン・バイトラ
グ川流域：モンゴル・
日本共同プロジェクト
2016年度調査報告書、
モンゴル科学アカデ
ミー考古学研究所

第18回北アジア調査
研究報告会

第18回北アジア調査
研究報告会

2017年2月

　モンゴル国にある17世紀の寺院
跡をレーザ計測と、ドローンを
使った画像計測を行い、精度の比
較検討を行った。
(pp. 167-176)

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称


